
漑　　　　流

5月～5月のメモ

㌍

「

富

車

容

活
動
メ
モ

自
主
刊
行
物
・
機
関
紙

雑
誌
論
文
・
単
行
本

五
月
の
新
刊

石
川
三
四
郎
『
西
洋
社
会
主
義
運
動
史
』

構
成
・
戸
駒
恒
世

i
‘
苦
心

次
の
文
章
は
、
東
京
地
区
月
例
交
流
会

で
世
話
人
・
西
京
二
氏
が
配
布
し
た
ビ

ラ
よ
り
の
転
載
で
す
。

交
流
会
の
設
定
は
当
っ
て
、
僕
達
は
　
①
ア
ナ

キ
ズ
ム
を
自
身
の
理
念
・
思
想
・
行
動
の
原
理
と

す
る
集
団
・
個
人
の
行
動
上
・
理
論
上
の
相
互
交

流
。
認
識
の
場
と
し
、
②
更
は
、
具
体
的
な
行
動

へ
の
共
同
の
取
り
組
み
、
理
論
的
探
求
の
相
互
批

判
は
よ
る
視
点
の
豊
富
化
の
場
を
作
る
も
の
と
し

て
考
え
て
い
た
。

①
の
、
東
京
周
辺
で
の
ア
ナ
キ
ズ
ム
「
運
動
」

へ
の
試
み
が
、
ど
う
存
在
し
て
い
る
の
か
を
知
る

と
云
う
事
は
、
今
迄
の
段
階
で
果
せ
た
と
考
え
る
。

し
か
し
そ
の
ア
ナ
キ
ズ
ム
の
内
実
を
参
加
者
各
々

が
明
ら
か
ほ
し
た
か
を
問
え
ば
ま
だ
不
充
分
で
あ

る
。
例
え
ば
、
個
人
の
生
き
ざ
ま
の
，
倫
理
　
′
と

し
て
の
‥
‥
と
す
る
も
の
か
ら
無
政
府
共
産
主
義

あ
る
い
は
ア
ナ
ル
コ
サ
ン
．
シ
カ
リ
ズ
ム
、
ま
た
そ

う
し
た
歴
史
的
な
枠
組
み
を
超
え
た
も
の
と
し
て

ア
ナ
キ
ズ
ム
を
創
ろ
う
と
す
る
、
そ
う
し
た
方
向

の
ど
こ
に
自
ら
を
位
置
づ
け
て
ア
ナ
キ
ズ
ム
を
語

る
の
か
と
去
っ
た
事
。
こ
の
点
は
一
つ
の
方
向
へ

集
約
す
る
為
に
で
は
な
く
、
よ
り
現
実
的
方
向
を

探
る
た
め
に
、
も
う
少
し
は
っ
き
り
さ
せ
る
必
要

が
あ
る
。

だ
が
そ
れ
が
視
え
た
と
し
て
も
、
そ
れ
自
体
が

社
会
を
撃
つ
ほ
は
ま
だ
不
十
分
な
期
待
作
過
ぎ
な

い
の
だ
か
ら
、
問
題
を
深
め
る
研
究
を
課
題
別
ほ

相
互
の
関
連
を
持
ち
な
が
ら
進
め
る
必
要
が
あ
る

だ
ろ
う
。

②
の
行
動
へ
の
取
り
組
み
は
、
撲
達
の
〝
知
的

な
作
業
が
、
ど
れ
程
の
有
効
性
を
持
つ
の
か
を
知

る
た
め
に
必
要
な
こ
と
だ
。
5
・
l
、
メ
ー
デ
ー

中
央
会
場
で
の
宣
伝
行
動
は
、
約
二
十
人
位
の
参

加
者
も
あ
り
、
行
動
自
体
は
貴
重
な
も
の
だ
っ
た

が
、
内
容
と
し
て
は
、
た
だ
集
ま
っ
た
ほ
す
ぎ
な

い
位
の
低
調
さ
は
終
始
し
た
。

そ
れ
は
何
故
か
、
形
式
的
作
は
、
①
行
動
の
提

起
か
ら
行
動
ま
で
が
短
時
日
で
準
備
が
不
足
し
た
。

②
行
動
の
準
備
を
主
体
的
は
担
う
人
間
が
少
な
か

っ
た
、
と
な
る
。
こ
れ
も
重
大
を
問
題
だ
。
し
か

し
そ
れ
以
上
に
、
メ
ー
デ
ー
ほ
参
加
す
る
〝
組
織

労
働
者
　
へ
い
や
不
断
作
援
す
る
社
会
総
体
は
対

し
て
我
々
は
、
ま
た
ア
ナ
キ
ズ
ム
は
何
を
問
う
の

か
、
何
を
未
来
と
し
て
示
す
の
か
。
そ
の
事
へ
の

欠
落
が
低
調
さ
の
兵
の
原
因
で
あ
っ
た
。
当
日
準

備
さ
れ
、
撒
か
れ
た
地
域
合
労
組
織
化
の
呼
び
か

げ
の
ビ
ラ
、
そ
れ
自
体
は
自
己
の
力
量
ほ
見
合
っ

た
表
現
で
あ
り
、
否
定
す
る
よ
う
な
も
の
で
は
な

い
が
、
弘
泰
斗
を
妥
協
的
ほ
で
は
あ
れ
、
組
織
労

働
者
の
み
の
生
活
防
衛
の
最
低
線
は
確
保
し
な
が

ら
も
、
労
働
官
僚
の
取
り
引
き
の
ワ
ク
以
上
作
闘

っ
た
繍
繊
労
働
者
大
衆
は
、
彼
ら
独
自
の
行
動
の

．
ハ
ネ
を
示
す
も
の
は
ほ
な
ら
な
か
っ
た
し
、
文
末
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組
織
労
働
者
の
結
集
の
軸
と
な
る
よ
う
な
具
体
性

も
持
ち
得
な
か
っ
た
と
い
っ
た
こ
と
在
の
た
。

更
は
日
常
の
問
題
と
し
て
、
自
治
管
理
。
労
働

者
評
議
会
、
あ
る
い
は
コ
・
、
ニ
ー
ン
と
い
っ
た
、

部
分
的
に
は
実
際
に
試
み
ら
れ
、
未
来
社
会
の
展

望
で
あ
る
問
題
作
、
現
在
ア
ナ
キ
ズ
ム
は
運
動
と

し
て
何
の
寄
与
も
し
て
い
な
い
。
こ
う
し
た
力
の

不
十
分
さ
こ
そ
が
メ
ー
デ
ー
で
の
撲
達
の
低
調
さ

の
虞
は
あ
る
。

活
動
メ
モ
　
（
5
月
　
～
5
月
）

3
．
5
　
東
京
地
区
月
例
交
流
会

ス
）
・
9
～
0
　
石
川
文
庫
・
整
理
の
会

5
．
0
～
4
・
1
0
　
弥
栄
之
郷
共
同
体
　
春
季

ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ

3
．
両
　
リ
ベ
ル
テ
ー
ル
七
、
、
、
ナ
ー
第
5
回

「
知
事
選
を
考
え
る
」

京
都
。
日
伊
会
館

る
・
2
2
～
2
4
　
日
本
ア
ナ
キ
ズ
ム
研
究
セ
ン
タ

ー
春
の
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ

4
・
‘
　
東
京
地
区
月
例
交
流
会

5
・
1
　
東
京
中
央
メ
ー
デ
ー
共
同
宣
伝
行
動

5
・
4
　
東
京
地
区
月
例
交
流
会

椴
閑
話
・
紙
　
／
自
主
流
通
誌
・
紙

5
月

黒
光
　
1
0
号

「
関
西
無
政
府
主
義
活
動
者
会
議
（
準
）
　
は
対

す
る
展
望
L
 
l
　
五
木
武
利

○
京
都
市
伏
見
区
小
栗
栖
中
山
田
町
五
〇
～

三
〇
～
四
〇
二
　
　
　
　
　
　
黒
光
社

だ
ら
し
ね
の
旗
　
0
号

「
天
皇
制
テ
ロ
ル
」
　
「
亜
州
」
　
杉
原
哲
生

○
大
阪
市
旭
高
殿
郵
便
局
留
　
　
だ
ら
し
ね
舎

U
．
ヘ
ー
ロ
　
管
で

○
京
都
市
左
京
区
田
中
門
前
町
2
8
の
5

リ
ベ
ー
ロ
社

長
野
共
同
新
聞
　
国
号

「
人
と
自
然
と
自
然
観
」
　
富
田
八
郎

○
長
野
市
高
田
中
村
沖
5
の
5
　
事
由
荘

長
野
共
同
新
聞
社

長
野
共
同
新
聞
　
管
下

「
我
々
は
ベ
ト
ナ
ム
を
忘
れ
な
い
」
　
富
田

リ
ベ
ル
テ
ー
ル
　
5
1
号

「
ラ
デ
ィ
カ
ル
と
ア
ナ
キ
ズ
ム
」
　
山
中
邦
久

「
パ
ト
ス
の
神
話
L
 
l
　
小
田
光
雄

○
東
京
都
練
馬
区
大
泉
学
園
町
2
1
9
0

萩
原
晋
太
郎
方
　
リ
ベ
ル
テ
ー
ル
の
会

サ
ル
ー
ト
ン
通
信
曹
ち

○
大
阪
市
阿
倍
野
区
旭
町
9
の
－
2
の
2

泉
原
文
化
川
号
　
向
井
　
孝

長
野
共
同
新
聞
　
再
号

「
天
皇
制
と
の
出
合
い
と
そ
の
意
味
」
　
笠
原

邦
樹

浦
和
市
民
新
聞
　
1
1
号

「
ベ
ル
サ
イ
ユ
の
．
ハ
ラ
論
」
　
小
沢
遊
子

○
浦
和
市
岸
町
4
の
2
4
の
1
5
浦
和
市
民
新
聞
社

れ
ん
げ
通
信
　
5
号

「
大
逆
事
件
再
審
な
ら
ず
」

○
宇
治
市
宇
治
蓮
華
9
5
北
村
方
　
大
江
音
人

4
月

リ
ベ
ー
ロ
　
宮
古

リ
ベ
ル
テ
ー
ル
　
5
2
号

蘇
生
　
1
4
号

「
コ
・
、
、
ニ
テ
ィ
ー
へ
の
視
座
」
　
大
友
映
男

「
現
代
的
化
見
た
仏
教
説
理
」
　
長
谷
川
武

○
東
京
都
練
馬
区
谷
原
5
の
9
の
2
7
　
小
寺
方

「
蘇
生
」
編
集
局

か
あ
ら
版
　
4
月
号

特
集
「
む
す
め
と
若
者
の
性
を
め
ぐ
る
民
族
の

知
恵
L

O
京
都
市
左
京
区
木
野
町
－
5
7
　
精
華
短
大

片
桐
ユ
ズ
ル

浦
和
市
民
新
開
　
ビ
ラ
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「
欝
察
は
日
数
怨
は
対
す
る
弾
圧
を
や
め
よ
」

5

月

I

黒
旗
の
下
作
　
1
号

「
オ
ー
ル
ド
と
ヤ
ン
グ
の
対
話
L

O
東
京
都
文
京
区
後
楽
2
の
7
の
5
屠
衆
ビ
ル

4
F
ラ
ン
チ
ョ
気
付
　
「
黒
旗
の
下
に
」

イ
オ
ム
　
5
号

「
ま
ぼ
ろ
し
の
新
聞
ゼ
ネ
ス
ト
」
和
田
英
太
郎

○
神
戸
市
葺
合
区
上
筒
井
通
8
丁
目
2
2
の
6

前
田
幸
長
方
　
　
　
　
　
　
　
イ
オ
ム
の
会

サ
ル
ト
ー
ン
通
信
尊
号

「
状
況
と
し
て
の
自
由
連
合
・
そ
の
意
味
」

リ
ベ
ル
テ
ー
ル
　
5
5
号

「
選
挙
で
救
わ
れ
る
か
」
　
杉
藤
二
郎

リ
ベ
ー
ロ
∴
再
号

「
朝
鮮
人
ア
ナ
キ
ス
ト
烈
伝
」
1
　
展
開
弘

長
野
共
同
新
聞
　
1
7
号

「
自
衛
隊
慰
問
拒
否
の
立
場
と
は
何
か

ア
ナ
ー
キ
　
1
2
号

「
カ
ー
の
〝
バ
ク
一
一
－
ン
〟
像
を
め
ぐ
っ
て
」

今
井
順
子

○
東
京
都
新
宿
区
東
大
久
保
一
の
四
六
四

バ
ル
カ
ン
社
気
付
　
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
研
究
会

イ
オ
ム
の
会
資
料
～
そ
の
2
～

「
亡
命
．
フ
ル
ガ
リ
ア
・
ア
ナ
キ
ス
ト
・
ユ
一
一
オ

ン
作
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
　
　
　
　
イ
オ
ム
の
会

ア
ナ
キ
ズ
ム
の
科
学
的
根
拠
　
～
其
の
発
展
の
一

章
～

○
東
京
都
東
村
山
高
野
口
町
－
の
1
5
の
8武

良
二

M

か

3

°

。

O

e

 

S

u

r

－

a

 

s

i

一

u

a

t

－

°

コ

p
o
r
二
二
q
E
e
 
j
a
p
O
n
a
i
s
e
（
－
o
o
u

－
）
の
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
江
口
幹

×

　

　

　

X

 

X

雑
誌
論
文

さ
ら
ば
文
部
省

以
上
二
編
　
江
口
幹

終
末
か
ら
　
6
号

ア
ナ
キ
ズ
ム
文
学
史
　
秋
山
清

小
説
「
日
月
ふ
た
り
」
5
　
瀬
戸
内
晴
美

文
芸
展
望
　
5
号

マ
ル
ク
ス
の
ブ
ル
ー
ド
ン
批
判
　
佐
藤
茂
行

ボ
ー
ド
レ
ー
ル
と
ブ
ル
ー
ド
ン
　
西
川
長
夫

思
想
　
4
月
号

特
集
・
ア
ナ
キ
ズ
ム

高
尾
刺
数
・
笠
原
芳
光
・
判
沢
弘
・
秋
山
滑

植
田
拓
次
・
田
村
秀
夫
・
佐
藤
清
・
土
方
直
史

片
桐
稔
時
・
川
崎
決
・
ク
ロ
ボ
ト
キ
ン
・
大
沢

正
道
・
ウ
ド
コ
ッ
ク
・
プ
ア
・
ネ
ー
グ
ム
・
江
口

幹
　
　
　
　
　
　
　
　
　
現
代
思
想
　
4
月
号

人
間
が
、
い
か
促
し
て
人
間
を
と
り
戻
す
か

テ
ロ
リ
ス
ト
古
田
大
次
郎
の
生
と
死
　
秋
山
清

歴
史
と
人
物
　
5
月
号

ニ
ヒ
リ
ズ
ム
そ
し
て
テ
ロ
リ
ズ
ム
　
秋
山
浦

宿
中
英
太
郎
推
論
　
藤
川
治
水

思
想
の
科
学
　
5
月
号

強
ち
の
思
想
と
し
て
の
ウ
ェ
ー
バ
ー
と
マ
ル
ク
ス

林
道
義
　
　
　
　
　
　
　
　
　
思
想
　
5
月
号

×

　

　

　

×

　

　

　

×

新
刊
書
籍

権
威
と
権
力
　
枚
だ
い
な
だ

「
赤
と
黒
」
の
詩
人
の
自
伝
　
三
冊

詩
人
の
運
命
　
岡
本
潤

激
流
の
魚
　
　
壷
井
繁
治

奇
妙
な
本
棚
　
小
野
十
三
郎

思
想
史
を
歩
く
　
（
下
）

以
上
　
立
風
書
房

朝
日
新
聞
社

高
群
逸
枝
と
「
女
性
史
学
」

大
杉
栄
と
ア
ナ
キ
ズ
ム
　
秋
山

小
説
・
黒
い
花
　
立
野
信
之

村
上
信
彦

清
　
　
　
他

社
会
思
想
社
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わ
が
自
協
安
　
江
西
二
二

黒
族
の
下
に

山
鹿
泰
治
。
人
と
そ
の
生
涯
　
向
井
孝
　
音
域
房

風
土
か
ら
の
蕉
示
　
松
本
健
一
大
和
書
房

X

 

X

 

X

∧
編
集
部
よ
り
∨

▽
本
欄
の
充
実
を
は
か
る
た
め
、
種
々
の
情
報
交

換
を
お
願
い
し
ま
す
。
個
人
・
グ
ル
ー
プ
で
発
行

さ
れ
て
い
る
新
聞
や
雑
誌
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
ビ

ラ
を
本
誌
編
集
部
に
送
っ
て
下
さ
い
。
相
互
の
刊

行
物
の
交
換
を
原
則
と
し
だ
い
と
考
え
ま
す
。

送
り
先
＝
東
京
都
文
京
区
本
郷
一
の
二
四
の
七

現
代
思
想
社
内
　
越
境
の
会
気
付

▽
次
号
よ
り
、
意
見
の
交
流
の
場
と
な
る
欄
を
企

画
し
て
い
ま
す
。
本
誌
へ
の
感
想
、
批
判
を
は
じ

め
、
個
別
的
な
運
動
、
研
究
テ
ー
マ
、
主
張
な
ど
、

ま
た
そ
れ
ら
の
相
互
的
な
批
判
の
場
と
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

▽
本
誌
へ
の
投
稿
は
、
ま
だ
具
体
的
な
要
項
を
検

討
し
て
い
な
い
た
め
、
投
稿
を
呼
び
か
け
て
い
ま

せ
ん
が
、
早
い
時
期
に
募
集
を
行
な
い
、
投
稿
に

ょ
る
誌
面
の
活
性
を
企
て
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す。

〔
5
月
の
新
刊
〕

『
西
洋
社
会
運
動
史
』
　
石
川
三
四
郎

黒
色
戦
線
社
刊
・
復
刻

「
い
ま
の
若
者
た
ち
は
一
体
ど
う
や
っ
て
社
会
主

義
運
動
史
を
学
ん
で
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
マ
ル
ク

ス
主
義
こ
そ
本
当
の
社
会
主
義
で
あ
る
。
と
い
う

教
条
主
義
に
い
か
れ
て
、
マ
ル
ク
ス
主
義
運
動
史
、

そ

れ

も

マ

ル

ク

ス

　

↓

レ

ー

ニ

ン

　

ー

　

ス

タ

ー

リ

ン
　
↓
毛
沢
東
と
い
う
最
も
教
条
主
義
的
に
と
ら

え
ら
れ
た
マ
ル
ク
ス
主
義
運
動
史
を
読
め
ば
、
他

は

知

ら

な

く

て

も

よ

い

と

い

う

こ

と

な

の

だ

ろ

う

か。」「
た
し
か
作
、
と
く
は
つ
（
タ
ー
リ
ン
批
判
以
降
、

社
会
主
義
運
動
史
の
分
野
で
も
一
自
由
化
」
が
進

み
、
教
条
主
義
の
睨
縛
は
緩
ん
で
い
る
。
個
別
の

研
究
、
た
と
え
ば
サ
ン
ジ
カ
リ
ズ
ム
運
動
、
パ
リ

。
コ
、
、
ニ
ー
ン
、
．
ハ
ブ
ー
フ
蜂
起
、
ロ
シ
ア
董
命

等
々
に
つ
い
て
は
、
二
十
数
年
前
に
比
べ
て
質
量

と
も
に
格
段
の
進
歩
が
み
ら
れ
る
。
だ
が
、
そ
れ

ら
の
研
究
を
ふ
ま
え
た
社
会
主
義
運
動
の
通
史
は

ま
だ
書
か
れ
て
い
な
い
。

一
九
三
〇
年
代
か
ら
五
〇
年
代
ま
で
、
戦
争
、

占
領
、
ス
タ
ー
リ
ン
主
義
と
い
う
三
重
の
怪
椿
の

下
は
日
本
の
歴
史
研
究
は
、
約
三
十
年
、
西
欧
諸

国
は
比
べ
て
遅
れ
て
い
る
。
目
下
は
こ
の
三
十
年

の
遅
れ
を
取
り
戻
す
ペ
く
、
個
別
研
究
の
領
域
で

い
ち
は
「
原
始
的
蓄
積
」
を
行
っ
て
い
る
段
階
な

の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
ほ
し
て
も
、
の
想
い
が

し
な
い
で
も
な
い
が
、
日
本
人
が
書
い
た
社
会
主

義
運
動
史
の
あ
ら
た
を
出
現
に
は
、
ま
だ
か
な
り

の
時
日
を
要
し
そ
う
で
あ
る
。

そ
の
点
か
ら
い
え
ば
、
こ
の
本
の
覆
刻
に
は
そ

れ
な
り
の
現
在
的
愚
昧
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
に

な
る
だ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
不
足
を
い
え
ば
い
く

つ
も
そ
の
例
を
挙
げ
る
こ
と
は
で
き
る
。
そ
れ
は

こ
の
本
が
一
九
二
〇
年
代
以
前
の
欧
米
の
研
究
の

成
果
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
当
然

で
あ
る
。
だ
が
、
巻
末
の
引
用
書
目
を
み
て
も
分

る
と
お
り
、
こ
の
本
は
当
時
の
一
級
の
研
究
書
を

か
な
り
幅
広
く
渉
猟
し
て
書
か
れ
て
お
り
、
一
党

一
派
の
教
条
主
義
は
そ
れ
ほ
ど
毒
さ
れ
て
い
な
い
。

い
わ
ば
当
時
と
し
て
は
最
高
の
水
準
を
行
く
通
史

た
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
以
後
、
今
日
は
い
た
る

ま
で
、
一
党
一
派
に
偏
せ
ず
、
欧
米
の
諸
研
究
を

自
由
に
駆
使
し
た
通
史
は
つ
い
は
親
も
れ
ず
じ
ま

い
て
あ
っ
た
。
そ
れ
は
自
由
な
研
究
態
度
で
書
か

れ
た
、
お
そ
ら
く
最
初
は
し
て
最
後
の
社
会
主
義

運
動
史
な
の
で
あ
る
。
」
　
大
沢
正
道
　
稀
有
の

社
会
主
義
運
動
史
　
　
本
書
解
説
よ
り
抜
粋


